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1 はじめに 

プログラミング演習は，社会環境工学科 2 年前期開講の必修科目である．計算機実習室で実際にプログラ

ミングを行う演習形式の講義であり，プログラミング言語として Fortran を用いる． 

 

2 内容 

社会環境工学科のカリキュラムで最初にプログラミングを行う講義であり，学生はプログラミング未経験

である．よって，実習室の端末のプログラミング環境（本講義では Cygwin + g77 を用いた）やプログラミン

グとは，ソースコートとは，コンパイルとは…といった基本的な説明から始まる．毎回の講義は，前半に演

習課題の解説や Fortran の構文の講義，Fortran によるシミュレーションの紹介等を担当教員が行い，後半に学

生が自分で演習課題をこなすという形式で行われた．半年間のおおまかな流れを下記に示す。 

 

1. プログラミング環境について 

2. Fortran 文法の基礎 

3. 変数の型宣言と四則演算 

4. IF 文 

5. DO LOOP 文と DIMENSION 

6. READ 文＆WRITE文によるファイルへのデータ入出力 

7. FORMAT 文による出力データの整理 

8. 行列のデータ入出力と行列の演算 

9. 掃き出し法による連立一時方程式の解法 

10. サブルーチン（SUBROUTINE） 

 

3 まとめ 

我々はおもに後半の演習時に，口頭で質問してくる学生に対し指導を行う形で TA と共にサポートを行っ

た。本講義は 3 年の情報処理応用や 4 年の社会環境工学演習，そして卒業研究でのプログラミングへと発展

していくための出発点として非常に重要な講義のため，学生への丁寧な指導を心がけている． 
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